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《テーマ》 

自他を大切にし，将来の目標をもって努力を続ける生徒の育成 

～自尊感情を高める教育活動を通して～ 
研究に当たって（テーマ設定の理由） 研究スケジュール 

本校生徒は様々な調査をする中で，自尊

感情が低い傾向がある。「人権プロジェクト

推進校」の活動を通して，人権課題を正し

く理解させるとともに，生徒の自尊感情を

高め，学校教育目標である「自他を大切に

し，学び続ける生徒」を育成するためにこ

のテーマを設定した。 

５月10日(月) 職員研修 

６月28日(月) 保護者向け人権学習会 

10月８日(金) 生徒向け人権学習会(全学年) 

10月11日(月) 生徒向け人権学習会(1年)職員研修    

＊講師は児島希望さん 

12月２日(木) 生徒向け人権学習会(2年) 

年３回のストレスマネジメント(全学級７月,12月,３月) 
特色ある取組（他校にもおすすめの取組）         

□ 道徳の時間 

  学年部職員によるローテーション道徳により質の高い授業が

展開され，生徒の心の成長につながっている。 

□ 校内設営の充実 

  いじめ問題を考える週間に標語を書き，学年掲示板に全ての標

語を掲示し，人権意識の高揚につながっている。 

□ 外部人材による講話 

  子どもの人権プロジェクトの講師の先生を中心に，できる限り

外部からの講師をお招きして，生の声を聞く学習を行っている。 

□ 学校便りによる保護者への啓発 

  学校便りを活用し，子どもたちの自己肯定感・自尊感情を高め

るために，親としてどう接すればいいのかを紹介している。 

【生徒向け人権学習会】 

【保護者向け人権学習会】 

子どもの人権プロジェクト推進校の取組の成果と課題（子どもの変容，よかったこと，今後やってみたいこと） 

□ 学校外の方の話を聞き，様々な知識を得て視野が広がり，自尊感情の高まりがみられるように 

なった。今後も自尊感情を高める場を多く設定していきたい。 

□ ＬＧＢＴＱという言葉が生徒の口から出てきたり，心ない(差別的)言葉に敏感になり注意し合

えるようになったりした。今後も性の多様性を深く理解するための学習を行いたい。(教師･生徒) 

□ 人権プロジェクト推進校として，職員・保護者・生徒それぞれに向けた性の多様性の学習会を開催し，

深い学びにつながった。そして，今後に向けて女子制服にスラックスを導入することができた。 
 


